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豊岡市立図書館 但東分館（但東市民センター１階） 

〒668-0393  豊岡市但東町出合 150 

TEL 0796-21-9036 FAX 0796-54-1025 

図書館ホームページアドレス http://lib.city.toyooka.lg.jp 
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日本モンゴル民族博物館で読み聞かせをします 

育ってます！「タネの図書館」 

日本モンゴル民族博物館で開催中の企画展「日本とモンゴルの食文

化」の関連ワークショップで、図書館但東分館も絵本の読み聞かせをし

ます。おむすび・おもちにちなんだお話をどうぞ、お楽しみください。 

＜絵本の読み聞かせ＆実食会＞ 

日  時  ６月１３日（日） 午後１時～ 

参加費  高校生以上 800円 小中学生 500円（実食会材料費・入館料） 

定  員  ２０名 （マスク着用などコロナ感染予防対策をお願いします） 

★申込・詳細は日本モンゴル民族博物館（56-1000）へお問合せください。 

新型コロナウィルス感染拡大防止のため事業が中止または変更になることが

あります。 

但東分館の「タネの図書館」、来年度の種の貸出用に、

今年も４月の月末図書整理日に種まきをしました。 

現在栽培中なのは、ワタ、ヒマワリ、サルビア、アサガオ、マ

リーゴールド、マツバボタンなど。いただいた苗から育てたア

グロステンマは可愛い花を咲かせました。 皆さんに元気な

種をお配りできるように、愛情を込めて育てたいと思います。 

現在貸出中の春まきの種は、ワタ、ヒマワリ、アサガオ、ヒャ

クニチソウ、マリーゴールド、ストロベリーキャンドルなどで

す。残りが少なくなっているものもありますので、お早めにご

利用ください。 

ワタの芽 

アグロステンマの花 
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今月のテーマ展 児童 

・『ぴっつんつん』 Ｅ/モロ 

    もろ かおり∥絵 武鹿 悦子∥文 後路 好章∥構成  

・『あめふり』 E/サト 

さとう わきこ∥さく え 

・『あめの日のおさんぽ』 Ｅ/ヴェ 

シェフラー∥文 U ウェンゼル∥絵 若林 ひとみ∥訳 

・『雨やどりはすべり台の下で』 Ｙ/オカ 

岡田 淳∥作 伊勢 英子∥絵 

・『かえるのエルタ』 Ｙ/ナカ 

中川 李枝子∥さく 大村 百合子∥え 

 

魅力あるまちへ 今月のテーマ展 一般

「見る 読む 調べる いろ

いろ図鑑」 

すてきな あめのひ 
 

 梅雨の季節になりました。 

でも、雨の日には素敵なことが

いっぱい。 

 雨の日が楽しみになる絵本

や物語をどうぞ、ご利用くださ

い。 

・『まちづくりと図書館』 016.2/オオ 

大串 夏身∥著 

・『ケアとまちづくり、ときどきアート』369.0/ケア 

       西 智弘∥著 守本 陽一∥著 藤岡 聡子∥著 

・『凡人のための地域再生入門』 601.1/キノ 

木下 斉∥著 

・『ＷＥ ＬＯＶＥジジイ』 Ｆ/カツ 

桂 望実∥著 

・『限界集落株式会社』 Ｆ/クロ   

                   黒野 伸一∥著 

・『プラチナタウン』 Ｆ/ニレ 

楡 周平∥著  

 

毎年６月は、国土交通省がまちづく

りについて広く住民の理解と協力を

得ることを目的に定めた「まちづくり

月間」です。 

あなたが住みたいまちは、どんなま

ちですか。今月は、まちづくりに関す

る本を集めました。 

 

 



 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちは“普通じゃない

家族”の子だった―。家族

団欒を知らずに育った内田

也哉子と、両親の不和の記

憶を抱えてきた中野信子が

語り合う、経験的家族論。

『週刊文春WOMAN』『文

春オンライン』掲載に語り

下ろしを追加。 

『すてきなひとりぼっち』 

なかがわ ちひろ∥作 

『カブトムシの音がきこえる』  

小島 渉∥文 廣野 研一∥絵 

 

本の中から飛び出そう 

『なんで家族を続けるの?』 

内田 也哉子∥著 中野 信子∥著 

『はっとりさんちの狩猟な毎日』    

             服部 小雪∥著 914.6/ハツ 

 6 月の第 3 日曜日は、父の日です。服部家の父は、猟師で登山家で文筆家。 

妻（著者）と 3人の子どもたちは、父の常軌を逸したサバイバルな行動に日々

振り回されています。一家は、横浜の山の斜面にある住宅街で暮らしていま

すが、そこには父が獲った鹿が運び込まれ、ウッドデッキには鹿の生首が転

がり、ベランダには生皮が掛けられます。子どもたちもナイフを持って鹿の

解体に加わり、鹿はたちまち食卓へ。庭で飼われているニワトリたちも、オ

スが生まれれば、やがてシメられて食卓へ上ります。過激ともいえる暮らし

の中では、生きる意味や自然との向き合い方を考えさせられる出来事が日常

的に繰り返されます。常識が通用しない頑固な父と家族の日々を、色鉛筆の

イラストを交えながら温かくユーモラスに綴ったエッセイです。 

 

『計算する生命』 

森田 真生∥著 

 

         

計算は、生命の可能性を

拡張していくのか。機械と

生命の対立を越え、計算と

の新たな関係が形作る未

来とは―。先人たちが築い

た壮大な計算の成立史に

吹き込まれた生命の本質

に迫る画期的論考。『新潮』

連載をベースに書籍化。 

絵をかくのが好きな一

平くん。クラスでもひとり

ぼっちになりがちですが、

慣れています。そんなある

日、すてきな宝物をたくさ

ん見つけて…。一平くんの

小さな発見をあたたかく

描いた絵本。 

カブトムシの一生はわ

ずか1年。そのうちの約

11か月を土の中でくらし

ます。幼虫を巨大化させる

腐葉土のひみつ、地中最大

の敵・モグラ、幼虫が群れ

でいる理由など、カブトム

シの幼虫の地中での暮ら

しぶりを紹介します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イラスト協力 WANPUG 

開館時間 

10：00～18：00 

行 事 案 内 

●えほんはともだち 

     絵本の読み聞かせ 

日にち：6月 10 日（木） 

    7月 8日（木） 

時 間：１０：３０～ 

場 所：但東子育てセンター 

対 象：乳幼児と保護者 

●おはなしのもり 

日にち：6月 19 日（土） 

時 間：１０：３０～ 

場 所：合橋地区コミュニティ

センター研修室 

対 象：3歳以上 

★申込が必要です 

工 作：カエルがぴょーん！ 

 

コロナウィルス感染拡大予防のため

事業が中止になることもあります。 

～お願い～ 

コロナウィルス感染拡大予

防のため、図書館を利用され

る方は、マスクの着用、手指

消毒にご協力ください。 

日 月 火 水 木 金 土

30 31 1 2 3 4 5

休館日

6 7 8 9 10 11 12

休館日 えほんはともだち

13 14 15 16 17 18 19

休館日 おはなしのもり

20 21 22 23 24 25 26

休館日

27 28 29 30 1 2 3

休館日 図書整理日

日 月 火 水 木 金 土

27 28 29 30 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

休館日 えほんはともだち

11 12 13 14 15 16 17

休館日 おはなしのもり

18 19 20 21 22 23 24

休館日 休館日 休館日

25 26 27 28 29 30 31

休館日 図書整理日


